
地方自治体や多様なセクターとの協働実践

〜PECとやまの取組〜
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ＳＤＧｓ達成に向けた
市民発のローカルプラットフォーム団体

2018年6月
富山県内の企業、大学、市民団体等の有志13名で結成

とやまから
SDGs達成を

促進していきたい！





SDGs を標榜し
多様な人々が触れ合うことによる

気づき ⇆ 築き
の連鎖をたくさん作る

体験の共有 対話



2030

SDGs を標榜し
多様な人々が触れ合うことによる

気づき ⇆ 築き
の連鎖をたくさん作る

体験の共有 対話

持続可能な共生社会の
基盤実現

（SDGsの達成）

基準、仕組み、制度が変わる







カフェ

プレゼン＆おしゃべり 各地域で開催シネマカフ
ェ



間（はざま）を調整する人材（コーディネーター）を育成

【2019】 【2020】



https://www.epo-chubu.jp/epo-news/12739.html





見えてきた課題

1. 身近な「誰一人取り残さない」目線があまり共有さ
れていない（SDGs≒環境、経済、グローバル）→あ
ぶり出し・共有が必要

2. 「やるよ！」「やってるよ！」のモードは強くなっ
たが、実際にそれがどれほどのインパクト（変化）
につながっているのかが客観的に確認できない状況
にある。→富山のSDGs達成状況の見える化が必要



身近な「誰一人取り残さない」目線のあぶり出し・共有





https://www.pectoyama.org/post/sdgsnlbtoyama-book



2021/9/2 北日本新聞



「取り残している現状」の見える化→各団体がそれぞれを担当

• 課題・活動を知ってもらうことにもなる
• SDGs後も見据えた持続可能な共生社会のためのネットワーキング

富山のSDGs達成状況の見える化（アイデア）

富山の女性の
DV被害率３０％

外国籍の子供
の高校進学率

50％
高い自殺率


